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A research on the potential of the BASCHET Sound Sculpture -part 3-









　 1）新しい音響彫刻 “Sound go Round” の制作
　 2）「音×身体×彫刻＠ ALTI」プレ公演
―　はじめに　―





















































































































































2月 5日朝、我らのオリジナル音響彫刻 “Sound go 
Round”2 基が、京都府民ホール ALTIへ搬入された。
“Merry-go-round”（回転木馬）をもじって名付けられ
















2018 年度に創立 30 周年記念を迎える京都府民ホール ALTIと本学との連携共同制作公演と





Sound go Round をアルティへ搬入する 
組み立てられたSound go Round 
新しい音響彫刻の制作風景 
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れをフィーチャーした舞台音楽を 1曲ずつ本学から提供し、その
音楽を元にアルティ・ダンス・カンパニーに振付けてもらう。そ
して、もう 1作、新しく作られた本学オリジナル音響彫刻 Sound 

















































また 2018 年 6 月、京都市立芸術大学ギャラリー
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公開する方向で動いているという。当時、鉄鋼館 1階フロアーに所狭しと並べられたバシェの
音響彫刻も、広く人々に知ってもらう大きなチャンスとなるだろう。バシェの音響彫刻の可能
性を探る旅は、今ようやく始まったばかりなのだ…本稿を執筆しながら、私はあらためて気の
引き締まる思いであった。
《共同執筆者プロフィール》
川崎義博　アーチスト／サウンドデザイナー
日本のフィールドレコーダーの草分け的存在。1990 年衛星放送 St.GIGAの開局と同
時にプロデューサーとして、世界各地をフィールドレコーディング。番組制作多数。
CD「知床」「バリ島」「トリニダードトバゴ」DVD「屋久島」など 14 作品。又、リ
アルタイムの環境音の伝送も手がけ、’97 年世界で初めてのリアルタイムで世界の音
が聞こえるサイト「SoundExplorer」を手がけ、後「SoundBum」「AQUA-scape」「Forest 
Note」などのサイトに関わる。インスタレーションは、’91 年東京パーンを始めとし、
日本武道館など様々な場所で展開。日本科学未来館、東京都写真美術館、金沢 21 世
紀美術館での世界の音の作品がある。日本科学未来館のプラネタリウムMEGASTAR 
の番組「新しい眺め」「星野道夫／アラスカの星の下で」「偶然の惑星」「夜はやさしい」
などの音を制作。東京藝術大学先端芸術表現科で音の表現を教え、バシェ音響彫刻の
修復に携わる。
（作曲専攻教授）

